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P H 2.0 の硫酸中ではクロムの不働態皮膜厚さは約 2Aである乙とを明らかにしている。
(2) プラズマ CVD法lとより，ヘキサカルボニルクロムを原料として高耐食性かっ高硬質のクロムオキシ
カーバイド (Cr 2CO) 皮膜を新規に作成し，乙の皮膜を約 7μm被覆したステンレス鋼は硫酸及び塩
酸中でクロム系アモルファス合金より優れた耐食性を有する乙とならびに，乙の皮膜は TiN を凌ぐ硬
質性を有する乙とを明らかにしているo








(5) 高温酸化する乙とにより，クロム溶射した軟鋼の耐食性が向上する ζ と及びこの耐食性の向上の主要
な原因はクロム溶射皮膜が酸化クロムに化学変化する際の体積膨張による皮膜の封孔の効果である乙と
を明らかにしている。
以上のように本論文はプラズマ CVD及びプラズマ溶射によって作製されたバリアー型耐食性皮膜の酸
溶液中における腐食挙動の解明を通してその耐食性における問題点を明確にすると共に，バリアー型高耐
食性皮膜の開発の指針を与えており，耐食性表面処理工学に寄与するととろが大きい。よって本論文は博
士論文として価値あるものと認める。
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